
 

様式第3号(博士前期課程学位授与手続要領第3条･博士後期課程学位授与手続要領第5条関係) 

 

研究倫理審査申請書(新規・変更) 

 

(西暦)   年  月  日 

看護学研究科長 様 

 

申請者                 

学籍番号                

 

氏名                印 

 

※受付番号         

 

研究題名 
 

 

所属研究領域 

及び研究分野 

 

領域              分野 

主指導教員 
 

添付書類 

1．研究計画書 ：□ 添付   □ 該当なし   

2．依頼書、説明書 ：□ 添付   □ 該当なし  

3．同意書    ：□ 添付   □ 該当なし  

4．調査用紙等  ：□ 添付   □ 該当なし 

5．その他 (対象者募集ポスター、返信用封筒の表書き、インタビューガイド、同意撤回書 等) 

研究期間 年  月  日  ～    年  月  日 

変 更 

申請の 

場 合 

変更事項  

変更理由  

 

1．研究の概要 

1)研究の目的・意義 研究の目的、および本研究の必要性や重要性などの意義を記載する。 

 

2)対象者(数)及び対象 

者として選定した理 

由・対象者選定方法   

研究対象者の選定基準（条件）と選定方法を記載する。 

同意能力が十分でない人を対象とする場合は、その必要性を明記する。 

3)研究方法 
対象者の募集方法、データ収集の方法や手順、収集するデータの内容、分析方

法、対象者に実施または協力をお願いする内容などについて、記載する。 

 



 

4)実施場所 
データの収集、解析、インタビューなどを行う場所を記載する。 

 

5)成果の公表方法 公表方法（学会発表、投稿）、時期、学会名、雑誌名などを記載する。 

オーサーシップについて記載する。 

6)研究経費支出種目

(研究資金) 

利益相反の有無 

研究資金、利益相反があればその内容を記載する。 

 

 

2．研究における倫理的配慮 

1)対象となる個人の 

人権の擁護 

対象者の自由意志の保障、個人情報の保護について記載する。 

・研究協力が自由意志で決定できるか、拒否権が認められているか 

・参加拒否や同意撤回により、不利益を受けないようになっているか 

・対象者が特定できるデータをいつ、どのような方法で匿名化するのか 

・匿名化コード票等から個人情報が漏洩しない対策ができているか 等 

2)対象となる人の理解 

を求め、同意を得る方 

法 

説明や同意の方法（文書、口頭など）、説明の際に強制力が働かないような配

慮、未成年や同意の判断が不十分な人を対象とする場合の代諾者の同意などに

ついて記載する。 

 

3)対象となる人への 

危険・不利益 

研究に伴い（研究中あるいは研究終了後の身体的・精神的影響を含む）予測さ

れる危険性、副作用、不利益（費用負担、拘束時間）、不快等の内容とそれへ

の対応方法について記載する。 

また、事故等の不測の事態が生じた場合の対応方法や連絡先、事故等が生 

じた際の補償の有無とその内容について記載する。 

4)対象となる人への 

利益(謝礼を除く) 

研究参加によって対象者が得られる利益（メリット）を記載する。物質的なも

のではない。 

 

5)予測される学問的・ 

社会的な貢献 

本研究により、学術分野や一般社会へ貢献すると予測できることについて記載

する。 

 

6)資料・試料の保管・ 

廃棄方法 

研究過程で得られた資料・試料の保管方法、廃棄の時期と方法を記載する（紙

データ・電子データそれぞれについて）。 

 

7)謝礼 
謝礼の有無を記載する。謝礼が有る場合は、種類（謝礼、交通費・宿泊費等）、

金額、支払い方法（クオカード、図書券、現金、物品等）について記載する。 

 

 

3．その他 

知的財産権などにより、秘密保持～特別の配慮を要する場合には、取扱に注意する箇所を記載する。 

 

 

 (Ａ4) 

注意事項：申請書には、下中央に -1- のようにページ数をつけること。 



 

様式第4号(博士前期課程学位授与手続要領第3条･博士後期課程学位授与手続要領第5条関係) 

 

研究倫理審査申請書(動物実験用)(新規・変更) 

 

(西暦)   年  月  日 

看護学研究科長 様 

 

申請者                 

学籍番号                

 

氏名                印 

 

※受付番号        

 

研究題名 
 

 

所属研究領域 

及び研究分野 

 

領域              分野 

主指導教員 
 

添付書類 
1．動物実験計画書： □添付   □該当なし 

2．その他  (                         )      

研究期間 年  月  日  ～    年  月  日 

変 更 

申請の 

場 合 

変更 

事項 
 

変更 

理由 
 

 

1．研究の概要 

1)研究の目的・ 

意義  

研究の目的、および本研究の必要性や重要性などの意義を記載する。 

特に、動物実験で明らかにする内容と動物実験が必要である科学的必然

性を明記する。 

2)実施場所 データの収集、解析などを行う場所を記載する。 

 

 

3)成果の公表方法 公表方法（学会発表、投稿）、時期、学会名、雑誌名などを記載する。 

オーサーシップについて記載する。 

 



 

4)研究経費種目 

（研究資金） 

利益相反の有無 

研究資金、利益相反があればその内容を記載する。 

 

2．研究における動物への配慮 

1)施設等 飼養保管施設  実験室  

2)動物実験を必 

要とする理由 

□ 1．代替手段がない    □ 2．代替手段の制度が不十分    

□ 3．代替手段では経費がかかる     

□ 4．その他(                      ) 

3)使用動物 

動物種 系統 性別 頭数 微生物学的品質 入手先 

      

      

4)実験内容 

使用動物数の根拠、動物に行う処置、収集するデータの内容、データ分析方

法を記載する。 

 

5)エンドポイン 

 ト 

当該実験において使用される動物が被る無用な苦痛を避けるために早期に

実験を終了させる科学的妥当性のある判断基準（人道的エンドポイント）を

記載する。 

 

6)人への安全・ 

周囲環境への

影響等 

実験動物が保有する微生物等の人への感染、使用薬剤による周囲への汚染の

可能性等、想定される人や環境への影響について記載する。 

 

7)苦痛の軽減 
動物の苦痛軽減・排除の処置を実施する場合は、使用する薬品名（一般名も

しくは商品名）、用量（数値や単位）、投与経路、投与方法等を記載する。 

 

8)安楽死の方法 

□ 1．麻酔吸入(                       ) 

□ 2．頚椎脱臼  □ 3．断頭  □ 4．脱血 

□ 5．その他 (                       )      

9)死体の処理法 
□ 1．凍結保存後業者に引き渡し 

□ 2．その他(                        ) 

10)予測される 

学問的・社会 

的な貢献 

本研究により、学術分野や一般社会へ貢献すると予測できることについて記

載する。 

 

11)その他 

知的財産権などにより、秘密保持～特別の配慮を要する場合には、取扱に注意する箇所を記載

する。 

 

(Ａ4) 

注意事項：申請書には、下中央に -1- のようにページ数をつけること。 

 


